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皿 まとめ
スピン擬ギャップに関する2つの話題を紹介した｡まず､1枚層Hg1201のスピン擬ギャップ発見の意義につ
いて述べた｡鞄1201とfig1212のCuNMR研究からスピン擬ギャップ温度Tsの組成変化が2つで異なることを
見出し､その違いがフェルミ面のトポロジー の違いに起因する可能性を述べた｡次に､これまで見落とされてき
た不純物緩和理論を用いて母体のスピンゆちぎと不純物誘起緩和を明確に区別することに成功したこととその結
果について述べた｡磁性不純物Nはスピン擬ギャップを破壊しないこと､非磁性不純物のZnがNよりも広いワ
イプアウト領域を作っていることを発見した｡
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